
Reducing Effort, 
Increasing Quality
ETAS がテスト・評価サービスを拡大しテストオペレーションサービスを開始

このたび ETASは、各国事業所を通じて独自の総合テストオペレーションサービスを提供することになり

ました。テストオペレーションサービスには要求分析、テスト仕様、テストケース作成、テストの実行、お

よびレポート作成が含まれています。これらの新しいサービスにより、テストプロセス、インフラ、および

ストラテジコンサルティングといった ETASの既存サービス群では対応できなかった部分が補われ、自動

車・商用車産業界のOEMおよび Tier 1の組込みシステムサプライヤのお客様向けに徹底したサービスソ

リューションを実現します。適応性の向上、効率的実行、および独自の品質保証により、お客様にさまざ

まなメリットをご提供します。
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工数を削減し、品質を向上



テストオペレーションサービスでは、テス
トのプロセスやツールに関する弊社の長
年の経験を活用し、さらに、弊社のグルー
プパートナーである Robert Bosch
Engineering and Business Solutions
Limited（RBEI）とともに、Bosch社の
自動車用組込みシステムの検証・評価に
関する膨大なノウハウを駆使します。こ
のように、弊社はパワートレイン、シャ
シーシステム、ボディ、インフォテインメ
ント、E/Eネットワーク統合を専門とす
る 600名超のテストエンジニアの力を
結集してサービスをご提供しています。

ETAS GmbHのエンジニアリングサービ
スおよびテストコンサルティングの統括
責任者であるMike Badalamentは次
のように述べています。「テストおよび評
価の最適化は多次元的な課題です。効率
化を達成して信頼できる結果を出すため
には、適切なテストシステムを使用する
だけでなく、優れた人員、プロセス、メ
ソッドを用意してテストを適切に実行す
ることも重要です。弊社はテストオペレー
ション領域の提供サービスを拡大し、テ
ストおよび評価の効率化、高速化、品質
保証を実現しようとするお客様のお役に
立ちたいと考えています。」

テストの開発、実行、管理の効率化
ETASのテストサービスでは、テストプロ
セス・インフラの手法を状況に応じて導
入することにより、テストオペレーショ
ンの効率化を実現します。開発段階、
MiL、SiL、HiLのようなすべての「イン
ザループ」テストを含むテスト環境、製品
バリアント、組織の境界を越えてテスト
の成果物をシームレスに再利用できるよ
うにします。

独自の品質保証
ETASは、自動車・商用車用組込みシス
テムのあらゆる領域における専門知識を
駆使することにより、組込みシステムお
よびネットワークについて独自の品質保
証を行うことができます。ETASテストオ
ペレーションサービスの専門家がお客様
の開発チームと緊密に連携して、テスト
の仕様を策定してテストを実行し、テス
トで判明した事柄とその根本原因として
考えられる事柄、およびその修正処置に
ついて十分にご理解いただけるようにし
ます。

優れた適応性
ETASテストオペレーションサービスの
契約モデルは適応性に優れています。専
門家チームはテストオペレーションサー
ビスを専門家チームだけで、お客様の社
内チームとは独立して実施することもで
きますし、あるいはまったく逆に、優秀な
オンサイトリソースを弊社がご提供して
お客様のチームのリソース不足を補うこ
ともできます。いずれにしても、プロジェ
クトの技術管理は常に地域の ETASテス
トエンジニアリング専門家が行います。
ETASはテストオペレーションサービス
をお客様のテスト環境とは独立してご提
供するので、お客様は ETASツールに関
して事前にご理解いただく必要はありま
せん。
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ETASのテストコンサルティングサービス

およびエンジニアリングサービスの機能

およびサービス領域

ECUおよびサブシステムレベルのテスト

■  機能検証
■  規格検証（ISO26262など）
■  ソフトウェア検証
■  障害検出および障害管理
■  ネットワーク通信
■  ネットワークプロトコル
■  診断レポート（OBDなど）
■  サービスツール統合
■  ECUセキュリティおよびリプログラミング
■  EEPROMストレステスト
■  ハードウェア／ソフトウェア統合
■  完成品性能テスト開発
■  エネルギー管理
■  ブラック、グレー、ホワイトボックステスト

ソフトウェアおよびソフトウェアモジュールレベルのテスト

■  ソフトウェア検証
■  コーディング規格（MISRA）への準拠確認
■  ユニットテスト
■  静的解析
■  重要なリソースの活用

車両レベルのテスト

■  システム統合
■  機能検証
■  OBD準拠確認
■  規格検証（ISO26262など）
■  OEM受入れテスト
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